
令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 京都府 】  

学校名【 京都府立宇治支援学校 】 
        

＜スポーツ庁テーマ＞   

１実践テーマ 【Ⅰ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ】 

２実施対象者 高等部健康コース：３年５名（内１名は訪問生） 

高等部職業コース：1年15名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（       ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（生活単元学習・自立活動） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４目 標  

（ねらい） 

・身体を動かすことの楽しさを感じ取ることができる。 

・いろいろな国やスポーツについて知ることができる。 

・卒業生から努力したこと、苦労したことなどを聞き、自分の夢の

実現に結び付けることができる。 

・仲間と活動し、達成感や挑戦する気持ちを持つことができる。 

５取組内容 健康コース 

（１）オリンピックについて 

①競技調べ・ピクトグラムクイズ 

 
②聖火リレー体験 

  
③オリンピック競技体験 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



  
職業コース 

（１）オリンピック・パラリンピックについて 

 ①五輪の意味（世界の国々が集まる大会であること） 

  
 

 ②ピクトグラムの理解（誰もが参加するための工夫）  

（２）講演・卓球デモンストレーション 

①本校卒業生の講話（夢を持つことや夢に向かって努力すること

の大切さについて） 

＊オリンピック 2020 年度ナショナルチーム強化指定選手

 
②卓球デモンストレーション 

 

６主な成果 

 

・仲間とともに体を動かす楽しさを知り、興味のあるスポーツを見

つけ、取り組む意欲を高めることができた。 

・世界の国々や文化に親しむことができた。 

・将来への夢や現在の自分について考えるきっかけとなった。 

・ピクトグラムの学習を通して、どんなスポーツか思考する力、障

害理解につなげることができた。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・2020年度ナショナルチーム強化指定選手である、本校卒業生を

招聘した。（卓球） 

・視覚的教材（写真、映像、地図）を使い学びの定着を図った。 

８主な課題等 ・健康コースで行った競技体験については、高校生らしく本格的な

取組を取り入れてもよかった。 

・今年度は職業１年生の取組に卒業生に来てもらったが、内容を検



討することで、全校に返せるものとできたのではないかと考え

る。（卒業生の頑張りを知る機会） 

９来年度以降の

実施予定 

これまでスポーツ交流を主としてきたが、今年度は障害理解や卒業

生を招いての講話などに取り組んだ。ねらいに沿った幅広い取組を

今後も模索していきたい。 

 


